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本研究は，アンサンブル演奏を行う際の視聴覚情報 (共演者の姿や演奏音)と即興演奏がもたらす影響に
関する調査を行った．実験で視聴覚情報の影響を調べる際は，(1)視覚 +聴覚条件，(2)聴覚のみ条件，(3)

視覚のみ条件の 3条件を用意し，それぞれの条件で体験される情動やアンサンブルの演奏タイミングの不
一致度，表出されるリズムパターンに着目し検討した．また，即興演奏の影響を調べる際は，(1)アンサン
ブル演奏中に即興演奏を行う条件 (視覚 +聴覚条件と同一)，(2)アンサンブル演奏中に即興演奏を行わな
い条件の 2条件を用意し，それぞれの条件で体験される情動に着目し検討した．情動に関しては，各演奏
に対し予め “否定的感情”，“高揚感”，“落ち着き感”の 3因子でグループ分けされた感情語 12項目の 5段
階評価を実験参加者に依頼し，因子毎の 5段階評価の合計値を条件間で比較した．
　分析の結果，演奏者の情動は聴覚情報の有無によって大きく左右されるが，演奏者は聴覚情報だけでなく
視覚情報も参考にすることでポジティブな情動をより強く体験していることがわかった．またアンサンブ
ルの演奏タイミングの不一致度や即興演奏時に表出されるリズムパターンの種類の豊富さは視聴覚情報の
影響を受けないことがわかった．
　また，アンサンブルにおける即興演奏は演奏者に高揚感をもたらすが，人によっては緊張や苦痛を感じる
こともある，ということが示唆された．
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